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　関東大震災と足立
―『大震災千住町写真帳』―

佐　藤　貴　浩

■
『
大
震
災
千
住
町
写
真
帳
』
と
は

　

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
あ
る
。
こ
れ

に
あ
わ
せ
て
、
各
地
で
色
々
な
訓
練
や

行
事
が
行
わ
れ
た
。
九
月
一
日
が
防
災

の
日
に
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
五

年
（
一
九
六
〇
）
の
こ
と
で
、
大
正
一
二

年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
午
前
一
一
時

五
八
分
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
ち
な

ん
で
い
る
。

　

当
館
で
は
、
関
東
大
震
災
に
関
す
る
『
大

震
災
千
住
町
写
真
帳
』
（
以
下
『
写
真
帳
』

と
略
す
）
と
い
う
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
れ
は
大
正
一
三
年
五
月
四
日
付
で
、
千

住
町
庶
務
課
が
発
行
し
た
も
の
だ
。
こ
の

写
真
帳
に
は
、
被
災
状
況
や
配
給
の
様
子

な
ど
様
々
な
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は
「
千
住
町
ニ
於
ケ
ル
震

災
救
護
事
務
ノ
概
況
」
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
震
災
と
そ
れ
へ
の
対
応
が
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
『
写

真
帳
』
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
写
真
を
紹

介
し
、
関
東
大
震
災
と
足
立
の
関
係
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

　

※ 
『
写
真
帳
』
の
画
像
の
一
部
は
、
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料
検
索
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
、
公
開
し
て
い
る
。

■
関
東
大
震
災
の
概
況

　

そ
も
そ
も
関
東
大
震
災
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
関
東
大

震
災
の
震
源
は
、
相
模
湾
北
部
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
九
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
も

の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
地
震
は
こ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
本
震
か
ら
三
分
後
の
一
二
時

一
分
に
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震
、
さ
ら
に
五
分

後
の
一
二
時
三
分
に
も
山
梨
県
東
部
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地

震
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
二
日

ま
で
の
間
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
以
上

の
地
震
が
さ
ら
に
三
回
も
起
き
て
い
る
。

　

地
震
の
被
害
は
、
東
京
府

･

神
奈
川
県

を
中
心
に
、
約
十
万
五
千
人
余
も
の
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
、
全
半
壊
二
十
一
万

棟
余
、
全
焼
二
十
一
万
二
千
棟
余
、
被
災

者
数
は
百
九
十
万
人
に
も
及
ぶ
未
曾
有
の

大
災
害
だ
っ
た
。

　

死
者
の
内
、
九
万
人
以
上
は
焼
死
だ
っ

た
。
地
震
に
よ
る
火
災
に
よ
っ
て
旧
東
京

市
の
約
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
消
失
し
た
と

い
い
、
猛
烈
な
火
災
旋
風
が
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。

　

一
方
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
は
い
な
い

が
、
地
震
に
よ
っ
て
津
波
が
発
生
し
、
静

岡
県
熱
海
市
で
十
二
メ
ー
ト
ル
、
千
葉
県

館
山
市
で
九
・
三
メ
ー
ト
ル
、
鎌
倉
市
や

藤
沢
市
な
ど
で
五
～
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

津
波
が
観
測
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
市
由
比

ケ
浜
で
は
三
〇
〇
人
余
が
津
波
に
よ
っ
て

流
さ
れ
て
い
る
。

■
現
足
立
区
域
の
被
害
状
況

　

地
震
発
生
当
時
、
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
に
成
立
し
た
足
立
区
は
ま
だ
存
在
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
被
害
は
現
足
立
区
域

に
も
及
ん
で
い
る
。
現
足
立
区
域
の
被
害

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
本
紙
上
で
安
藤
義

雄
氏
が
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
「
関
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東
大
震
災
」
〈
『
足
立
史
談
』
五
五
号
、
昭

和
四
七
年
〉
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
全
半
壊

が
二
、
六
二
八
棟
、
死
者
八
九
名
、
負
傷

者
二
一
八
名
、
行
方
不
明
者
九
名
で
あ
っ

た
。
当
時
、
現
足
立
区
域
は
農
村
地
帯
で

あ
り
、
都
心
部
に
比
べ
る
と
被
害
が
少
な

か
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
大
変
な

被
害
が
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、

最
も
人
口
の
多
か
っ
た
千
住
町
の
被
害
が

突
出
し
て
お
り
、
全
半
壊
は
二
、
〇
六
六

棟
に
及
ぶ
（
写
真
１
）
。

　

死
者
数
は
千
住
二
八
名
に
対
し
、
西
新

井
村
が
四
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
現
足
立

区
域
の
死
者
の
半
分
以
上
が
西
新
井
村
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
西
新
井
村
に
は
、
東

京
紡
績
西
新
井
工
場
（
現
日
清
紡
、
同
地

は
現
在
西
新
井
ア
リ
オ
・
西
新
井
警
察
署

な
ど
に
な
っ
て
い
る
）
が
あ
っ
た
が
、
地

震
に
よ
り
工
場
が
崩
落
、
こ
こ
で
働
い
て

い
た
工
員
四
四
名
（
男
一
・
女
四
三
）
が

即
死
し
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
工
場
で

事
務
見
習
い
を
し
て
い
た
藤
野
久
子
氏

の
体
験
談
が
あ
る
（「
関
東
大
震
災
の
思

い
出
」〈『
足
立
史
談
』
一
六
三
号
、
昭
和

五
六
年
〉）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
震
に
よ
っ

て
目
の
前
の
煉
瓦
造
り
の
工
場
が
崩
れ
落

ち
、
大
き
な
音
や
土
埃
で
目
の
前
が
ま
っ

く
ら
に
な
っ
た
と
い
う
。
逃
げ
よ
う
と
す

る
人
々
が
出
入
り
口
へ
殺
到
し
、
下
敷
き

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
工
場
で
亡
く
な
っ
た

人
々
の
遺
体
は
、
栗
原
の
満
願
寺
に
安
置

さ
れ
、
遺
族
の
引
き
取
り
を
待
っ
た
が
、

多
く
が
北
海
道
出
身
者
だ
っ
た
た
め
大
変

苦
労
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
満
願

寺
に
は
供
養
塔
が
立
て
ら
れ
、
九
月
一
日

に
は
藤
野
氏
は
じ
め
工
員
た
ち
が
作
業
服

姿
で
お
参
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

■
千
住
町
の
対
応

　

「
千
住
町
ニ
於
ケ
ル
震
災
救
護
事
務
ノ

概
況
」
に
よ
れ
ば
、
大
火
災
に
見
舞
わ
れ

た
都
心
部
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
が
十

数
万
人
千
住
町
に
避
難
し
て
き
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
千
住
町
の
役
人
を
総
動

員
し
、
不
動
院
の
境
内
に
天
幕
を
張
っ
て

仮
事
務
所
を
設
営
し
、
そ
こ
で
緊
急
町
会

を
招
集
し
て
救
護
方
法
を
決
議
し
、
差
し

当
た
り
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
救

助
を
開
始
し
た
。

　

九
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
は
、
朝
食
と

昼
食
の
炊
き
出
し
を
行
い
、
二
一
、
七
五

一
人
に
提
供
し
た
。
六
日
か
ら
は
、
千
住

尋
常
高
等
小
学
校
に
仮
事
務
所
を
移
し
た

も
の
の
、
避
難
者
が
激
増
し
た
た
め
対
応

が
間
に
合
わ
ず
、
在
郷
軍
人
会
千
住
町
分

会
と
青
年
団
の
援
助
を
受
け
つ
つ
、
勝
専

寺
や
氷
川
神
社
な
ど
の
寺
社
を
中
心
と
し

た
一
九
ヶ
所
に
炊
き
出
し
の
場
を
設
け
、

千
住
町
住
民
の
協
力
も
得
つ
つ
、
十
月
三

十
一
日
ま
で
炊
き
出
し
を
続
け
た
。
炊
き

出
し
が
終
わ
っ
た
後
も
、
生
計
が
困
難
な

避
難
者
に
対
し
て
は
、
白
米
の
配
給
を
十

二
月
末
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
炊

き
出
し
に
従
事
し
た
人
員
は
、
の
べ
一
六
、

二
一
四
人
だ
っ
た
。
配
給
さ
れ
た
も
の
は
、

玄
米
・
白
米
や
梅
干
・
味
噌
・
醤
油
と
い
っ

た
食
料
品
の
ほ
か
、
布
団
や
毛
布
な
ど
の

寝
具
、
シ
ャ
ツ
や
襦
袢
な
ど
の
衣
類
な
ど

で
あ
っ
た
。

　

傷
病
者
の
手
当
て
の
た
め
に
南
足
立
郡

の
医
師
会
が
救
護
団
を
組
織
し
、
千
住
神

社
境
内
に
収
容
所
を
設
置
し
て
治
療
に
あ

た
っ
た
。
期
間
は
四
四
日
間
で
、
外
科
三
、

四
八
九
人
、
内
科
一
、
五
七
四
人
を
治
療

し
た
。

　

関
東
大
震
災
は
火
災
が
猛
威
を
振
る
っ

た
が
、
千
住
で
も
三
ヶ
所
か
ら
出
火
し
、

二
ヶ
所
は
す
ぐ
に
鎮
火
し
た
が
、
日
本
製

靴
株
式
会
社
の
工
場
（
千
住
橋
戸
町
）
が

倒
壊
す
る
と
同
時
に
、
工
業
用
の
ガ
ス
が

発
火
し
て
、
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
「
消
防
隊
必
死
ノ
活
動
」
に
よ
っ
て

千
住
の
火
災
被
害
は
少
な
く
す
ん
だ
。

　

ま
た
、
千
住
町
の
住
民
か
ら
多
額
の
募

金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

■
徳
島
県
救
護
班
の
活
躍

　

千
住
町
に
は
、
徳
島
県
か
ら
傷
病
者
救

護
の
た
め
に
医
師
六
名
、
看
護
婦
二
二
名

を
含
む
全
四
〇
名
の
救
護
班
が
派
遣
さ

れ
、
九
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
救
護

を
行
っ
た
。
救
護
班
は
「
傷
病
者
ノ
救
療

ニ
努
力
セ
ラ
レ
之
レ
ガ
為
呻
吟
瀕
死
ノ
状

態
ニ
ア
リ
テ
蘇
生
シ
タ
ル
者
多
数
ア
リ
」

と
い
う
成
果
を
得
た
と
い
う
。

■
お
わ
り
に

　

関
東
大
震
災
で
は
現
足
立
区
域
も
被
害

を
受
け
た
。
特
に
千
住
町
は
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
る
。
一
方
で
、
都
心
部
か
ら

焼
け
出
さ
れ
た
多
数
の
避
難
者
が
千
住
町

を
訪
れ
、
そ
の
対
応
に
も
追
わ
れ
た
。
千

住
町
は
被
災
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
避
難

民
の
救
助
も
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
苦
境
に
あ
っ
て
、
当
時
の
千
住
町
の

人
々
は
、
千
住
町
の
復
興
と
避
難
民
の
保

護
の
た
め
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。

 

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
⑧

分
地
制
限
令
と
萱
野

 
多
田
　
文
夫
　

　

石
出
家
が
伝
来
し
た
「
旧
書
留
」
の
記

述
も
残
り
数
丁
と
な
る
と
、
本
書
が
成
立

し
た
と
思
わ
れ
る
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

～
一
八
〇
一
）
の
記
述
が
中
心
と
な
っ
て
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く
る
。
今
回
は
分
地
制
限
令
と
萱
野
に
関

す
る
記
述
を
紹
介
す
る
。

【
①
分
地
制
限
令
】

（
１
４
丁
表
）

　
　
　
寛
政
元
酉
三
月
九
日
御
触
書

一 
、
田
畑
配
分
之
儀
、
高
百
石
地
面
壱
町

よ
り
す
く
な
く
分
候
儀
、
御
停
止
ニ
候
、

尤
分
ヶ
高
ニ
か
き
ら
す
、
残
り
高
も
此

定
よ
り
少
く
相
残
し
申
間
敷
候
、
然
ル

上
ハ
高
弐
拾
石
地
面
弐
町
よ
り
少
き
田

地
配
分
不
相
成
候
間
、
厄
介
人
有
之
者

ハ
在
所
ニ
て
耕
地
之
働
き
ニ
て
渡
世
い

た
さ
せ
可
申
事
、

　 
当
酉
年
差
出
候
、
五
人
組
帳
ヶ
条
之
内
、

名
主
百
姓
名
田
地
持
候
大
積
り
名
主

（
１
４
丁
裏
）

弐
拾
石
以
上
百
姓
ハ
拾
石
已
上
よ
り
内
ニ

持
候
者
、
猥
ニ
分
ヶ
申
間
敷
旨
之
ヶ
条
、

当
酉
年
よ
り
別
紙
案
文
之
通
、
相
直
可
差

出
候
、
右
之
趣
早
々
申
達
、
已
来
右
之
通

可
相
認
候
、
此
触
書
早
々
順
達
留
よ
り
可

相
返
候
也
、

　
寛
政
元
年
　
摂
津

　
酉
三
月
九
日
　
役
所

【
②
―
ア　

御
立
萱
野
】

（
１
５
丁
表
）

千
住
五
ヶ
町
持
三
町
目
掃
部
宿
三
ヶ
所
御

立
埜
萱
、
此
節
刈
旬
ニ
付
、
為
御
見
分
被

成
御
出
役
私
共
村
々
へ
萱
刈
人
足
例
年
之

通
割
合
無
滞
差
出
刈
払
不
申
旨
、
奉
畏
候
、

依
而
組
合
村
々
御
請
印
差
上
候
処
如
件
、

萱
刈
人
足
差
之
村
々
よ
り
差
出
ス

　
本
　
木
　
　
鹿
　
浜
　
　
小
　
台
　
　
西
新
井

　
久
左
衛
門
　
大
谷
田
　
　
興
　
野
　
　
久
右
衛
門

　
内
　
匠
　
　
佐
　
野
　
　
普
賢
寺
　
　
辰
　
沼

　
嘉
兵
衛
　
　
六
　
月
　
　
伊
　
興
　
　
嶋
　
根

　
栗
　
原
　
　
竹
　
塚
　
　
保
キ
間
　
　
梅
　
田

　
小
右
衛
門
　
蒲
　
原
　
　
北
三
谷
　
　
五
兵
衛

（
１
５
丁
裏
）

　
六
ッ
木
　
　
花
　
又
　
　
長
右
衛
門
　
長
左
衛
門

　
宮
　
城
　
　
伊
藤
谷
　
　
弥
五
郎
　
〆
三
拾
壱
村

【
②
―
イ　

掃
部
宿
の
請
書
】

享
保
九
辰
年
よ
り
鴨
寄
萱
刈
捨
候
処
、
寛
政
八

辰
年
相
止

　
　
御
請
諸
之
覚

　
　
　
　
　
　
反
ニ
永
百
三
拾
六
文
五
歩

一
埜
銭
場
反
別
弐
町
弐
畝
廿
歩
　
掃
部
宿

　
　
此
取
永
弐
貫
七
百
六
拾
六
文
四
分

右
ハ
私
共
村
方
相
立
候
処
、
御
刈
拾
無
御

座
候
ニ
付
、
当
辰
よ
り
右
反
別
永
書
面
之

通
上
納
可
仕
候
、
依
之
御
請
印
形
差
上
申

処
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
掃
部
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
主
　
庄
左
衛
門

　
寛
政
八
辰
年
十
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
寄
　
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
又
右
衛
門

　
大
貫
次
右
衛
門
様

　
　
　
御
　
役
　
所

（
１
６
丁
表
）

【
②
―
ウ　

御
立
埜
古
形
図
】

享
保
九
辰
三
月
彦
次
郎
願
上
候
ハ
西
之
方

出
張
、
是
百
性
地
ニ
仕
、
東
之
方
ニ
而
同

数
、
是
地
差
上
度
旨
相
願
候
処
、
願
之
通

ニ
仰
有
候
、
御
掛
り
田
口
勘
兵
衛
殿
、

■
解
題
13
　
寛
政
の
分
地
制
限
令

　

幕
府
は
小
農
自
立
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
に

は
じ
め
て
分
地
制
限
令
を
出
し
た
。
分
割

相
続
が
進
み
零
細
農
民
が
増
え
る
こ
と
を

防
ご
う
と
し
て
い
た
。
幕
政
改
革
が
行
わ

れ
る
た
び
に
、
こ
の
分
地
制
限
令
が
発
令

さ
れ
て
い
く
が
、
享
保
元
（
一
七
八
九
）

年
に
も
発
令
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
か
ら
高
一
〇
〇
石
、
地
面
一
町
を

分
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
例
示
（
実

際
に
は
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
）
し
つ

つ
、「
当
酉
年
」（
＝
寛
政
元
年
）
か
ら
は

高
二
〇
石
以
上
の
百
姓
は
一
〇
石
以
内
の

分
割
を
禁
止
し
て
い
る
。

　

触
書
を
出
し
て
い
る
の
は
関
東
郡
代
の

伊
奈
摂
津
守
忠
尊（
い
な
・
た
だ
た
か
）で
、

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
は
失
脚
し
て

い
く
。

■
解
題
14
　
御
立
萱
野

　

低
地
帯
で
あ
っ
た
足
立
や
周
辺
で
は
、

萱
野
が
作
ら
れ
萱
が
重
要
な
産
物
で
あ
っ

た
。
十
七
世
紀
は
じ
め
（
慶
長
・
元
和
）

の
新
田
開
発
期
か
ら
屋
根
材
、
梱
包
材
と

し
て
流
通
し
、
江
戸
の
南
茅
場
町
に
は
茅

を
扱
う
商
人
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

②
―
ア
の
御
立
萱
野
と
は
江
戸
城
へ
上

納
す
る
萱
の
野
で
あ
る
。
御
用
の
萱
野
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
村
々
に
人
足
役

が
課
せ
ら
れ
た
。
列
記
さ
れ
た
足
立
区
域

の
三
十
一
の
村
々
は
、
お
お
む
ね
足
立
区

各
地
か
ら
人
足
が
集
め
ら
れ
、
萱
刈
が
行

わ
れ
た
と
思
し
い
。

　

②
―
イ
は
二
町
余
り
の
萱
野
が
掃
部
宿

の
萱
場
で
あ
る
が
自
分
た
ち
で
萱
刈
を
行

い
、上
納
金
と
し
て
二
貫
七
六
六
文
余（
約

八
万
円
ほ
ど
か
）
を
幕
府
に
上
納
す
る
と

し
て
い
る
。

　

差
出
人
は
千
住
掃
部
宿
の
役
人
た
ち
で

名
主
の
庄
左
衛
門
（
石
出
家
）、
年
寄
の

喜
右
衛
門
（
高
尾
家
）
が
見
え
る
。
提
出

先
は
代
官
の
大
貫
光
豊
で
、
彼
は
伊
奈
家

失
脚
後
の
寛
政
四
年
か
ら
千
住
宿
の
支
配

に
携
わ
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

②
―
ウ
は
、
萱
野
を
「
百
姓
地
」（
お

そ
ら
く
耕
地
）
と
し
、
東
側
に
代
替
地
を

設
け
る
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
と
い
う
経

緯
を
記
し
た
御
立
埜
（
御
立
野
）
古
図
で

あ
る
。
萱
野
も
し
ば
し
ば
新
田
開
発
が
行

わ
れ
て
耕
地
化
し
て
い
く
が
、
そ
の
一
例

で
あ
る
。「
御
掛
り
」
と
な
っ
て
い
る
田

口
勘
兵
衛
は
、
伊
奈
氏
の
重
臣
で
在
地
支

配
に
あ
た
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

さ
て
萱
野
は
低
地
帯
の
近
世
農
村
に
ふ

か
く
関
わ
っ
て
い
た
。
単
な
る
野
原
で
は

（１６丁表）【②―ウ　御立埜古形図】
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な
く
、
「
萱
野
」
が
あ
り
「
野
銭
」
を
生

み
出
す
場
で
あ
っ
た
。
荒
川
や
綾
瀬
川
な

ど
の
河
川
沿
岸
の
み
な
ら
ず
足
立
や
葛
飾

な
ど
で
「
や
っ
か
ら
」（
『
足
立
風
土
記
稿
』

地
区
編
８
・
花
畑
な
ど
）
と
称
さ
れ
た
「
野
」

も
萱
刈
場
と
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
関

連
性
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「
野
」
が
つ

く
地
名
も
多
く
、
内
陸
部
で
も
「
五
反
野
」

「
丹
波
野
」
な
ど
の
小
字
名
が
知
ら
れ
て

い
る
。
低
地
帯
を
地
の
利
と
し
て
活
用
し

た
当
時
の
よ
う
す
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

区
内
に
残
る
「
橋
」
地
名

　

足
立
区
に
は
「
橋
」
の
付
く
地
名
が
多

く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
は
ん
の
き
（
榛

木
）
橋
や
あ
み
だ
（
阿
弥
陀
）
橋
、
増
田

橋
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
足
立
区
内

の
バ
ス
停
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
橋
が

付
く
バ
ス
停
は
十
五
ヶ
所
以
上
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
多
く
は
、
現

在
、
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
な

ぜ
橋
が
地
名
に
付
く
の
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
か
つ
て
区
内
に
網
の
目
の
よ
う
に
流

れ
て
い
た
用
水
路
に
橋
が
か
か
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
現
在
で
は
、
上
下
水
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
用

水
路
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
暗
渠
化
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
橋

も
不
要
と
な
り
、
地
名
に
だ
け
橋
が
残
っ

た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の「
橋
」

地
名
を
取
り
上
げ
て
、
か
つ
て
の
姿
を
復

元
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
榛
木
橋　

榛
木
橋
は
、
埼
玉
県
行
田
市

付
近
の
利
根
川
か
ら
取
水
す
る
見
沼
代
用

水
東
縁
の
終
着
点
で
す
。見
沼
代
用
水
は
、

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
に
江
戸
幕
府

が
井
沢
為
永
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
農
業
用

水
で
す
。
見
沼
代
用
水
は
榛
木
橋
の
や
や

上
流
で
西
新
井
堀
・
本
木
堀
に
分
流
し
、

そ
の
後
、
榛
木
橋
で
保
木
間
堀
・
千
住
堀
・

竹
塚
堀
に
枝
分
か
れ
し
、
区
内
各
所
に
水

を
運
び
ま
し
た
（
図
１
）。
榛
木
橋
は
ま

さ
に
足
立
区
の
分
水
嶺
だ
っ
た
の
で
す
。

　

図
２
は
昭
和
二
二
年
一
二
月
二
九
日
に

米
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
で
、
図
１
と

ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

図
１
と
図
２
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
図
２

で
用
水
を
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
周
辺
が
農
村
地
帯
だ
っ
た
こ

と
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

榛
木
橋
は
、
赤
山
街
道
と
保
木
間
堀
・

竹
塚
堀
の
交
差
点
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
橋
に
つ
い
て
は
、『
足
立
風
土

記
稿
』
の
10

巻
が
詳
し
く
記
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
榛
木
橋
は
弘
化
五

年
（
一
八
四
八
）
に
修
繕
し
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
三
月
に
架
け
替
え
た
と
い

い
、
こ
の
こ
ろ
に
は
石
橋
だ
っ
た
と
想
定

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

榛
木
橋
付
近
に
は
、
現
在
も
堀
が
流
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
石
柱
な
ど
も
あ
り
、

往
時
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
阿
弥
陀
橋　

西
新
井
本
町
郵
便
局
（
西

新
井
本
町
2
―

21
―

2

）
の
目
の
前
に
あ

る
交
差
点
は
、
江
北
バ
ス
通
り
に
二
つ
の

道
が
交
差
し
、
入
り
組
ん
だ
道
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
３
の
細
い
線
は
、
図
１
で
み
た
西
新

井
堀
で
、
太
い
線
は
大
師
道
で
す
。
つ
ま

り
、
郵
便
局
前
の
交
差
点
は
、
か
つ
て
は

西
新
井
堀
と
大
師
道
が
交
差
す
る
場
所

で
、
そ
こ
に
架
か
っ
て
い
た
橋
が
阿
弥
陀

橋
な
の
で
す
。
現
在
の
あ
み
だ
橋
信
号
は

少
し
ず
れ
た
場
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

図
４
は
昭
和
二
三
年
三
月
二
九
日
に
米

軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
で
、
図
３
と
同

じ
地
点
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を

見
る
と
、
西
新
井
堀
と
大
師
道
が
確
認
で

き
ま
す
。

　

西
新
井
は
、
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
土

地
が
緩
や
か
に
下
が
っ
て
お
り
、
西
新
井

堀
も
東
川
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。

　

区
内
に
あ
る
「
橋
」
地
名
の
多
く
は
、

榛
木
橋
や
阿
弥
陀
橋
の
よ
う
に
、
堀
に
架

け
ら
れ
て
い
た
橋
の
名
残
で
す
。
こ
う
し

た
地
名
を
意
識
し
て
町
を
歩
い
て
み
る
の

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
（
郷
土
博
物
館
）

図2　米軍撮影空中写真

（USA－R741－76）
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図１　榛木橋付近
　　　　OpenStreetMap提供
　　　　※一部加工した

図 4　米軍撮影空中写真

（USA－M860－208）
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図3　阿弥陀橋付近
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　　　※一部加工した


